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科目名 スペイン語Ⅱ
英文表記 Spanish II 平成24年3月12日

科目コード 4011

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容
自学自習

（予習・復習）内容

教員名：　我喜屋　千鶴
作成

技術職員名：

対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数 授業形態 授業期間

科目達成度目標（対応するJABEE教育目標） 達成度目標の評価方法

総合評価
中間および期末試験：７０％
授業参加・提出物　　：３０％

達成度目
標と評価

方法

後期全学科 選 履修 1単位 講義

科目目標
スペイン語　I　で学んだように現在形の動詞を使った構文をさら増やした上で、より実践的な会話を習得
する。定型的な日常表現から自分で文をつくり,会話を展開できるようにする。

C-1

JABEEプログラム名称
機械システム

工学
情報通信シス
テム工学

メディア情報
工学

授業概要、
方針、履修
上の注意

　
スペイン語I につづいて、現在形の構文の種類を増やし、会話表現を増やす。　さらに文を作るうえで重要な代
名詞や目的語などの諸要素、感嘆文・比較級など文の種類も増やす。　スペイン語の文に慣れるよう講読も加
え、物語を読む。
　　辞書は準備しなくてもよいが、テキストには日本語訳が十分ではないので、講義には積極的に参加するこ
とが望まれる。

教科書・
教材

スペイン語の基礎(Lo básico del español)
木村琢也 著
定価 ： 2,100円 (本体2,100円+税)
朝日出版社

生物資源
工学

JABEEプログラム教育目標 C-5

本科・専攻科
教育目標

C--2 C-1

授　　業　　計　　画

期末試験

質問・応答のロールプレイをおこなう。

文構造の理解：　表現を理解し適切につ
かいこなせるようにする。

スペイン語の特徴である動詞活用をこな
し表現をゆたかにするため、規則・不規則
動詞を増やす。

適宜確認テストを行う

発話　：　基礎表現を場面設定のなかで
つかえるようにする。

中間・期末試験
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期末

30

学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

復習 スペイン語I で学んだことの復習
　規則動詞 規則動詞の活用　　表現　

　不規則動詞 基本的な不規則動詞の活用　　表現　
不規則動詞　（追加） 言う・出発する　etc.

動詞原型を使った文（追加） 予定・願望・できる・依頼
～が好き gustar動詞　　比較級

赤頭巾ちゃん 物語を読む　　　
後期中間試験

試験解答 復習　　まとめ
起きる／顔を洗う 再帰動詞の使い方

標準的所用時間（試行）

日常生活の表現 再帰動詞をつかって日記を書く
自己紹介 学んだ表現をつかって自己紹介・家族紹介
買い物 場面会話の練習

期末試験
学習時間合計

レストランで 場面会話の練習

実時間 22.5

復習　　

備考欄

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）

・　この科目はJABEE対応科目である。　その他必要事項は各コースで決める。

まとめ


